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治
タイプライタ
親子関係円満調整

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
田中　一郎
田中　裕子

治
タイプライタ
申立人の戸籍謄本１通、相手方の戸籍謄本１通

治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
１６８

治
タイプライタ
００８２

治
タイプライタ
０３

治
タイプライタ
３３３３

治
タイプライタ
３３３３

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
田中　一郎

治
タイプライタ
タナカ　イチロウ

治
タイプライタ
３０

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
会社員

治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
１６８

治
タイプライタ
００８２

治
タイプライタ
０３

治
タイプライタ
２２２２

治
タイプライタ
２２２２

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
田中　太郎

治
タイプライタ
タナカ　タロウ

治
タイプライタ
５０

治
タイプライタ
６

治
タイプライタ
１２

治
タイプライタ
会社員

治
タイプライタ
相

手

方
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治
タイプライタ
申立人両名と相手方間の親子関係を円満に調整することを求める。

治
タイプライタ
１　相手方は、申立人両名の長男である。
２　相手方は、平成＊＊年＊＊月＊＊日婚姻し、申立人一郎所有の住宅に同
居したが、料理の味付けのことから申立人裕子と相手方の妻との間に口論が
あって以来、相手方自身も申立人両名に冷たい態度をとり、話をするときは
暴言を吐き、相手方夫婦の別居の話も出ています。
３　申立人両名としては、まもなく生まれてくる孫ともども相手方夫婦と同
居して円満な家庭生活をしていきたいと思っており、相手方夫婦の間にも波
風立てずに、申立人両名と相手方間の親子関係の円満調整を求めるため本申
立をする。




